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反磁性体太陽の太陽圏外磁場への衝突仮説に基づく
マウンダー極小期と現代との歴史相関と近未来予測 神の見えざる手（宇宙線）が

人類文明の歴史を創ります
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銀河宇宙線激増
火山活動活発化
エアロゾル増加

スベンスマルク効果
雲量増加⇒寒冷化
生存扶養力限界
第２次人口減少?

５０億→３０億計画?
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反磁性体である太陽と銀河プラズマフィラメントの
外周を取り巻く銀河プラズマフィラメント磁場の壁
が衝突して、太陽は跳ね返り運動を行いました。
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太陽のダイナモ磁場（通常磁場）

太陽圏外磁場に反発する太陽の反磁性磁場

ダイナモ磁場と反磁性磁場の混合磁場
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太陽活動復活
ＣＭＥ直撃頻発
巨大地震発生

マグマ融解噴火
異常気象頻発
生存環境激変

第３次人口減少?
３０億→２０億計画?

ダイナモ消滅
極小期突入

宇宙線1596-1650デカルト1619暖炉 1637方法序説

マウンダー極小期 1645年～1715年
世界各地で頻繁に異常気象や冷温により飢饉が発生

場所により人口の４０％以上が餓死した

２つの連続した極小期によって誕生した近代文明は人類を人口爆発させ、その状態で新たな極小期を迎えさせよう
としています。　想定される生存環境の極度な悪化に際して、今のままのグローバル自由主義体制では自由思想に
潜む弱肉強食性によって各々人類文明社会は相互破壊してしまい、総じて滅亡してしまう可能性があります。

生存環境の極度な悪化においても尚、多様な人類文明社会の存続を為すには、各々人類文明社会は『棲み分け』
を絶対原理とし、自尊自立自営による『栄誉ある孤立』を追求して、個別に文明存続を果たすしかありません。
　『棲み分け』の掟を破る弱肉強食文明は人類文明の多様性保存のため消滅させるべきでしょう。

太陽圏外磁場（ビルケランド磁場）の磁力線

1
76

4
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飢
饉

1749 - 1827 ラプラス

宇宙線 1736-1813 ラグランジュ

方向転換した反磁性体太陽を銀河
プラズマフィラメント磁場の壁が追
撃して加速しました。　追撃動作は
１９c末～２０c初頭にもありました。

太陽が太陽圏外磁場に遭遇すると地球に大量の宇宙線が降り注ぎます。
その結果、異常気象・地震・火山噴火が頻発し飢饉や戦乱が発生するのです。
また、宇宙線は天才を誕生させ、ひらめきを与え文明創造する面もあるのです。

宇宙線 1777-1855 ガウス

1831-1879 マクスウェル 1864電磁場方程式

宇宙線 1805 - 1865 ハミルトン

1826 - 1866 リーマン

下記のグラフはガリレオ・ガリレイの時代からの太陽黒点グラフの一
部です。 左上のグラフは近年の太陽黒点グラフです。 近年のグラフ
は１６００年代初頭に酷似しており、太陽圏探査機ＩＢＥＸ、惑星探査機
ボイジャー、太陽観測衛星「ひので」、９．１１、３．１１、気候変動、等の

しました。

宇宙線1642-1727ニュートン1665微積力学 1685プリンピキア 1724 - 1804 カント

宇宙線1642-1708関孝和 1674発微算法

ソーラーサイクルの相関
SC23 ・・・ SCm11
SC24 ・・・ SCm10

これら相関から小氷期の
到来が予測されます。
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1862-1943 ヒルベルト
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反磁性体の太陽
が外部磁場に遭
遇して減速加速す
ると、オールトの雲
が刺激されて彗星
が多数出現すると
考えられます。

太陽系に外部磁
場が進入すると、
太陽活動異変、
宇宙線増大によ
り、諸々の天変地
異が発生します。
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日本思想（山川草木悉皆成仏論・輪廻転生論）の普及による人心の安寧？
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2001年～2040年？
世界的動乱が起こる？

第１次人口減少?
７０億→５０億計画?
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1564 - 1642 ガリレオ 天文対話1632
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残念なことに、ガリ
レオが望遠鏡によ
る太陽黒点の観測
を始めた1609年以
前の黒点データは
ありません。
しかし幸いなこと
に、ガリレオが残し
てくれたマウンダー
極小期突入期の太
陽黒点データのお
かげで我々は今、
近未来を知る事が
出来るのです。
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下段の年表は過去事象（黒）と現在事象及び未来の予測事象
（赤）を表しています。　未来予測に際して、過去事象同様な小
氷河期が到来すると仮定して、太陽黒点グラフから相関年を割
り出し、過去事象に相当する未来事象が起こる事を予測したも
のです。　あくまでも予測である事をご理解ください。
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黒点グラフ

過去の太陽
黒点グラフ


